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インフォメーション

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
な
ど
を
承
認

第86回

通
常
議
員
総
会
を
開
催

杉
岡
会
頭
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

日
本
経
済
は
、
今
年
に
入
り
、
中
国
や
日
米
欧

の
株
価
下
落
に
と
も
な
い
為
替
レ
ー
ト
が
大
き

く
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
日
経
平
均
株
価
が
上
下

を
繰
り
返
す
不
安
定
な
状
況
で
、
実
体
経
済
が
金

融
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け
る
中
小
・
小
規
模

企
業
の
経
営
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
日
本
経
済
が
真

に
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、
景
気
が
回
復
し
て
地
域

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
新
た
に
定
め
た
第
３
次

中
期
行
動
計
画
を
基
に
、
平
成
28
年
度
の
事
業
計

画
を
策
定
し
、
会
員
企
業
を
は
じ
め
、
役
員
議
員

や
内
部
団
体
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た

め
、
多
く
の
意
見
を
伺
い
、
経
営
支
援
や
地
域
産

業
の
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
つ

な
が
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
他
商
工
会
議
所
と
の

部
会
連
携
事
業
や
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
取
り

組
み
と
し
て
、
士
業
団
体
や
市
内
大
手
企
業
と
の

交
流
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
事
業
の
拡
充
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
商
工
会
議
所
の
情
報
発
信
力
お
よ
び

広
報
活
動
の
拡
充
強
化
や
市
と
連
携
し
て
企
業
誘

致
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　

日
本
経
済
が
息
の
長
い
景
気
回
復
を
実
現
す
る

た
め
、
今
後
も
、
商
工
会
議
所
の
役
割
と
使
命
を

再
認
識
し
、
会
員
企
業
や
、
地
域
社
会
か
ら
頼
ら

れ
、
評
価
さ
れ
る
よ
う
、
施
策
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
は
３
月
22
日
、
市
立
産
業
会
館

で
第
86
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
１
１
名
の
議
員
が
出
席
（
う
ち
委

任
状
出
席
55
名
）
し
、
定
款
の
一
部
改
正
や
平
成

28
年
度
事
業
計
画
並
び
に
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
（
３
会
計
）
の
収
支
予
算
な
ど
、
各
議
案
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
１
号
】

　

定
款
の
一
部
改
正
（
飲
食
業
部
会
の
設
置
す
る

こ
と
）
に
つ
い
て
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
６
号
】

　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
並
び
に
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
の
収
支
予
算
に
係
る
内
容
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

１
．
主
要
事
業
計
画

（
１
）
意
見
要
望
並
び
に
政
策
提
言
活
動
の
強
化

（
２
）�

経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
総
合
的
な

経
営
支
援
事
業
の
推
進

（
３
）
市
内
企
業
の
育
成
と
受
発
注
の
促
進

（
４
）�

商
工
会
議
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
等
の
開
催

平成28年度事業計画の方針を説明通常議員総会の様子

（
５
）
地
域
産
業
振
興
策
の
推
進

（
６
）
雇
用
対
策
と
人
材
育
成
の
支
援

（
７
）
会
員
サ
ー
ビ
ス
・
会
員
交
流
事
業
の
拡
充

（
８
）�

当
商
工
会
議
所
環
境
行
動
計
画
に
基
づ
く

環
境
支
援
事
業
等
の
推
進

（
９
）
情
報
化
支
援
事
業
の
推
進

（
10
）
相
模
原
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進

（
11
）
そ
の
他
特
定
事
業

２
．�

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
「
平
成
28
年

度
予
算
総
括
表
等
」
は
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。

【
議
案
第
７
号
か
ら
議
案
第
９
号
】

　

次
の
と
お
り
常
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

野
上
佳
展
氏
（
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
古
淵
店
店
長
）

　

芳
澤
宏
之
氏
（
日
本
通
運
㈱
西
神
奈
川
支
店
次
長
）

　

稲
吉
正
美
氏
（�

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
イ
ー
ス
ト　

相
模

原
・
大
和
局
局
長
）
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平成２8年度  予算総括表
○
日
本
商
工
会
議
所
役
員
議
員
表
彰

�

（
永
年
勤
続
表
彰
）

　

相
模
原
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
、
当
商
工
会
議
所
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
三
村

会
頭
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
杉
岡
会
頭
よ
り
表

彰
状
の
伝
達
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
＝
表

紙
）。

勤
続
30
年

　

㈱
ア･

ド
マ
ニ
ー

　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

志
村
英
昭　

様

勤
続
20
年

　

㈱
向
洋
技
研

　
　
　

代
表
取
締
役　

甲
斐
美
利　

様

　

大
昇
産
業
㈱

　
　
　

代
表
取
締
役　

笹
部
良
一　

様

　

テ
ク
ノ
相
模
㈿

　
　
　

代
表
理
事　

田
中
紘
昭　

様

　

ウ
エ
ハ
ラ
時
計
眼
鏡
宝
飾
店

　
　
　

代
表　

上
原
泰
久　

様

○
日
本
商
工
会
議
所
・
東
北
６
県

�

商
工
会
議
所
感
謝
状

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
支
援
の

た
め
に
日
本
商
工
会
議
所
が
行
な
っ
た
「
遊
休
機

械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
貢

献
し
た
た
め
、
日
本
商
工
会
議
所
三
村
会
頭
な
ら

び
に
東
北
６
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
鎌
田
会
長

か
ら
当
商
工
会
議
所
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
被
災
地
に
機
械
を
提
供
し
た
会
員
企
業
を

代
表
し
て
、
１
号
議
員
の
旭
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱

の
横
江
利
夫
様
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

■�

平
成
28
年
度
の
主
な
新
規
事
業
は
当
商
工
会
議

所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sag

am
ihara-cci.or.jp/

service/jouhou/keikaku/

（単位：千円）

会　　計　　名 28年度予算額 27年度予算額 比較増減（△）

１　一　般　会　計 417,663 438,700 △ 21,037

２　特　別　会　計 688,229 708,499 △ 20,270

（１）�特定退職金共済事業
特別会計 452,880 471,960 △ 19,080

（２）積立金特別会計 221,219 221,519 △ 300

（3）�退職給与積立金特別
会計 14,130 15,020 △ 890

合　　　　計　（１＋２） 1,105,892 1,147,199 △ 41,307

一般・特別会計重複分 26,260 57,860 △ 31,600

差 引 予 算 額 純 計 1,079,632 1,089,339 △ 9,707

＜収入の部（単年度）＞� （単位：千円）

№ 科　　　目 28年度 27年度 比較増減

1 会　費 95,500 95,000 500

2 交付金（補助金） 124,133 124,448 △ 315

3 交付金（委託金） 35,675 42,980 △ 7,305

4 事業収入 123,170 109,530 13,640

5 負担金（特定商工業者） 3,900 3,900 0

6 雑収入 860 870 △ 10

合　　　　　計 383,238 376,728 6,510

※共済掛金及び労働保険料を除く
※�財政調整積立金取崩収入、積立金特別会計の会計間を移動する金額を除く

＜支出の部（単年度）＞� （単位：千円）

№ 科　　　目 28年度 27年度 比較増減

1 一般事業費（補助事業含む） 96,998 89,260 7,738

2 委託事業費 35,675 42,980 △ 7,305

3 維持費 37,700 69,250 △ 31,550

4 管理費（給与費･福利厚生費） 196,100 189,060 7,040

5 管理費 47,830 44,300 3,530

6 退職給与積立金 9,880 10,260 △ 380

合　　　　　計 424,183 445,110 △ 20,927

※維持費の中に商工会館修繕費を含む
※予備費を除く



4

コミュニティわが社のいち押し

け
、
チ
ー
ム
の
結
束
を
高
め
て
い
き
た
い
、
そ
れ

が
チ
ー
ム
の
願
い
で
す
。

■
監
督
・
選
手
の
コ
メ
ン
ト

　

昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、
監
督
、
コ
ー
チ
陣
、
キ
ャ

プ
テ
ン
等
が
一
新
し
、
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
選
手
と
し
て
の
経
歴
も
あ
る
佐
藤
喬
輔

監
督
は
、
地
域
（
相
模
原
市
）
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
「
ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
は
様
々
な
地
域
の
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
昨
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ

の
影
響
も
あ

り
、
お
か
げ

さ
ま
で
市
民

の
皆
さ
ん
に

温
か
い
声
を

掛
け
て
頂
く

機
会
が
増
え

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。「
監
督
就

任
一
年
目
の
昨
シ
ー
ズ
ン
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
昇
格

を
賭
け
た
入
替
戦
で
敗
れ
、
残
念
な
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
。
監
督
と
し
て
敗
因
を
し
っ
か
り
と
分

析
し
課
題
克
服
と
新
チ
ー
ム
の
体
制
強
化
を
行
い
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
悲
願
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
昇
格
を
果

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
今
年
の
抱
負
を
語
っ

　

２
０
１
５
年
９
月
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で
優
勝
候
補
の
南
ア
フ
リ

カ
を
破
り
〝
ラ
グ
ビ
ー
史
上
最
大
の
番
狂
わ
せ
”
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
「
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
」。

そ
の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
相
模
原
に
も
ラ
グ
ビ
ー
に
縁
の
あ
る
チ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。「
三
菱
重
工
相
模
原
ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
」
で
す
。界

中
の
人
々
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
事
業
を
展
開

し
て
い
る
三
菱
重
工
。
地
球
の
未
来
に
向
か
っ
て

挑
戦
を
続
け
る
そ
の
精
神
は
、
ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
は
地
域
と
の
結
び
つ
き
も
深

い
で
す
。
近
隣
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
で

は
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
（
タ
ッ
ク
ル
の
代
わ
り
に
相
手

選
手
の
腰
に
つ
け
た
タ
グ
を
取
る
ラ
グ
ビ
ー
）
出

前
授
業
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
放
課
後
ラ
グ
ビ

ー
教
室
な
ど
ラ
グ
ビ
ー
関
連
の
活
動
に
加
え
、
毎

月
第
１
、
第
３
水
曜
日
の
早
朝
に
地
元
橋
本
駅
周

辺
の
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
相
模
原
市
の
活
動
に

も
参
画
、
地
域
貢
献
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
が
生
み
出
す
様
々
な
ド
ラ
マ
が
、

人
々
に
夢
と
感
動
を
与
え
、
青
少
年
の
健
全
育
成

や
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
た
め

に
、
情
熱
と
誇
り
を
胸
に
、
心
技
体
に
磨
き
を
か

■
チ
ー
ム
紹
介
・
由
来
・
活
動
理
念

　

ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
は
、
１
９
７
１
年
創
設
、
45

年
の
歴
史
あ
る
社
会
人
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
で
、

現
在
は
国
内
最
高
峰
リ
ー
グ
「
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
」

の
下
部
地
域
リ
ー
グ
「
ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト
リ
ー
グ

Ｄ
ｉ
ｖ
．
１
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト
リ
ー
グ
Ｄ
ｉ

ｖ
．
１
を
３
季
連
続
全
勝
優
勝
と
し
、
今
年
１
月

30
日
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
と
の
入
替
戦
に
臨
み
ま
し

た
が
、
善
戦
む
な
し
く
３
－
17
と
惜
敗
。
今
シ
ー

ズ
ン
こ
そ
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
昇
格
、
そ
の
後
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
に
定
着
し
、
２
０
１
９
年
の
日
本
一
を

目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
の
由
来
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を

縦
横
無
尽
に
駆
け
巡
り
、
ボ
ー
ル
を
持
て
ば
雄
々

し
く
、
そ
し
て
ひ
た
む
き
に
勝
利
に
向
か
っ
て
進

む
男
た
ち
。
そ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
は
、
ま
さ

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
に
相
模

の
原
野
を
疾
走
す
る
イ
ノ
シ
シ（
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
）で
す
。

　

チ
ー
ム
の
活
動
理
念
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ

て
、
す
べ
て
の
人
々
と
、
夢
と
感
動
を
わ
か
ち
あ

う
」
で
す
。「
も
の
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
に
、
世

社社
わが

の『
い
ち
押
し
』

三
菱
重
工
相
模
原

ダ
イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ

地
域
と
共
に
歩
ん
で

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
昇
格
へ
、そ
し
て
日
本
一へ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
地
元
相
模
原
市
民
の
ダ

イ
ナ
ボ
ア
ー
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー（
フ
ァ
ン
）に
は「
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
今

シ
ー
ズ
ン
は
必
ず
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し

ま
す
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
チ
ー
ム
の
注
目
選
手
、
元
日
本
代
表
キ
ャ

プ
テ
ン
も
務
め
、
２
０
１
３
年
８
月
に
行
な
わ
れ

た
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
試
合
に
お
い
て
、
史
上
初
と

な
る
通
算
１
０
０
０
得
点
を
達
成
し
た
ニ
コ
ラ

ス
・
ラ
イ
ア
ン
選
手（
写
真
＝
表
紙・中
央
）は「
チ

ー
ム
は
去
年
大
き
く
成
長
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
成
長
し
て
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
昇
格
を
掴
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
チ
ー

ム
全
体
が
昇
格
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
ハ
ー
ド
ワ

ー
ク
し
て
い
き
ま
す
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

昨シーズントップイーストリーグDiv.1
最終戦キックオフ前の円陣

２０１６年度シーズン　春季試合予定
試合予定日 対戦相手 試合会場

５ 月２８日㈯ 富士ゼロックス
ファイアバード

三菱重工相模原グラウンド
（神奈川県相模原市）

６ 月 ４ 日㈯ 栗田工業
ウォーターガッシュ

三菱重工相模原グラウンド
（神奈川県相模原市）

６ 月１１日㈯ ヤマハ発動機
ジュビロ

大久保グラウンドラグビー場
（静岡県磐田市）

６ 月２４日㈮ キャノンイーグルス キャノンスポーツパーク
（東京都町田市）

※詳細はホームページをご覧下さい　http://www.mhi.co.jp/gsh/dynaboars/

【お問い合わせ】	 三菱重工業株式会社　機械・設備システムドメイン
	 事業戦略総括部 企画管理部 ダイナボアーズ事務局
	 〒252-5293 相模原市中央区田名3000番地
	 ☎ 042-761-2686　　FAX 042-762-4421
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インフォメーション もくじ／会議所カレンダー

相
模
原
商
工
会
議
所

本
所
・
支
所
案
内

4月14日㈭～5月13日㈮
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー

４　
月

14日（木）

不動産業部会 委員会

15日（金）

財政組織委員会・７部会長合同会議
都産研総会・講演会・懇親会

18日（月）

汚染負荷量賦課金申告納付説明・相談会

19日（火）

女性会 通常総会懇親会
小田急線沿線商工会議所連絡協議会発会式・
懇親会
第29回泳げ鯉のぼり（～5月5日）

20日（水）

★【P7】中小規模事業者省エネルギー対策
等支援制度説明会
青年部 4月度をぐり会議・通常総会
青年部 通常総会懇親会

25日（月）

★【P7】中小規模事業者省エネルギー対策
等支援制度説明会

26日（火）

首都圏政令市商工会議所ビジネス交流会「ア
ライアンスフォーラム」

28日（木）

さがみはら合同就職説明会（相模大野）

５　
月

4日（水）

相模の大凧まつり（～5日）

10日（火）

正副会頭会議
役員議員懇談会

11日（水）

さがみはら合同就職説明会（橋本）

本　所
〒252-0239
相模原市中央区中央3-12-3

☎：042-753-1315

相模原

相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→

JR横浜線

スルガ銀行
相模原支店

相模原
市役所

相模原警察署

市立
清新中学校

市立
中央中学校

相模原
商工会議所本所

南支所
〒252-0303
相模原市南区相模大野4-5-1
市民ロビー相模大野2F

☎：042-746-3619

←八王子

相模女子大学

伊勢丹
相模原店本館

相模女子大学
グリーンホール

相模大野
中央公園

ボーノ
相模大野

モアーズ

相模原
商工会議所南支所

相
模
大
野

小
田
急
線

小
田
原
↓

座
間
↓

↑
新
宿

↑
町
田

特　集
8 電力小売り自由化【後編】

TOPICS

6 市内大手企業との懇談会

COMMUNITY

4 わが社のいち押し 
15 トップインタビュー
18 会員ＰＲコーナー

INFORMATION

2・3 第86回通常議員総会 開催

No.501
2016.4CONTENTS

相談内容 日　　時 場所
法律相談
弁護士による相談

4/15㈮・4/22㈮・5/6㈮・5/13㈮
13:00～16:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

4/13㈬・4/28㈭・5/11㈬
10:00～12:00･13:00～16:00 本 所

4/21㈭
10:00～12:00･13:00～16:00 南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

4/14㈭・5/12㈭
13:00～16:00 本 所

許認可相談
行政書士による相談

4/15㈮
13:00～16:00 本 所

税務相談
税理士による相談

4/14㈭・4/21㈭・4/28㈭・5/12㈭
13:00～16:00 本 所

労務相談
社会保険労務士による相談

4/12㈫・5/10㈫
13:00～16:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員による相談

4/13㈬・4/27㈬・5/11㈬
13:00～16:00 本 所

その他各種相談 ※�経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。 本 所

ご予約・お問い合わせ：本所経営支援課：☎ 042-753-8135

産業医 5/16㈪
13:30～14:30

※�産業医の相談申込は
　相模原地域産業保健センター
　☎ 042-703-3000でご予約願います。

本 所

今後の窓口相談のご案内 無 料
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トピックス

「
広
域
交
流
拠
点
」
と
捉
え
、
首
都
圏
南
西
部
全

体
の
成
長
の
源
泉
と
な
る
「
未
来
を
拓
く　

さ
が

み
は
ら
新
都
心
」
の
形
成
に
向
け
た
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
改

善
」
や
「
人
材
確
保
の
視
点
か
ら
相
模
原
市
の
更

な
る
魅
力
向
上
と
賑
わ
い
づ
く
り
」
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
当
商
工
会
議
所
の
施

策
の
充
実
に
つ
な
が
る
貴
重
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

杉
岡
会
頭
は
「
こ
の
よ
う
な
懇
談
、
情
報
交
換

は
大
変
貴
重
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後
も
市
内

産
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
大
手
企
業
の
お
立

場
か
ら
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
、
市
内
中
小
企
業

等
と
の
連
携
に
よ
る
受
発
注
促
進
な
ど
幅
広
い
意

見
等
を
お
伺
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、
相
模
原
お
店
大
賞
受
賞
の
レ

ス
ト
ラ
ン
に
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
商
店
街
（
会
）
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
協
力
し
合
い
、
ま
ち
を
一
斉
に
清
掃

す
る
「
第
16
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

が
３
月
16
日
か
ら
各
商
店
街
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
市
内
31
の
商
店
会
な

ど
で
、
商
店
会
員
、
地
域
住
民
、
学
生
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
元
企
業
な
ど
７
４
３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活

動
推
進
協
議
会（
武
内
英
雄
会
長
）が
主
催
し
、「
地

域
の
お
客
様
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
商
店
街
」
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
16
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

各
地
域
で
は
、
街
頭
や
路
地
の
ご
み
や
タ
バ
コ

の
吸
殻
拾
い
、
草
む
し
り
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
相
変
わ
ら
ず
タ
バ
コ
の
吸
殻

や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
商
店
街
事
業
の
一

つ
と
し
て
定
着
し
始
め
、
一
般
の
方
や
他
の
団
体

の
方
に
も
ご
参

加
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
今
後

も
続
け
て
い

き
た
い
」
な
ど
、

地
域
全
体
で
関

心
の
高
ま
り
が

伝
わ
る
声
も
あ

り
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
は
３
月
８
日
、
市
民
会
館
で
市

内
大
手
企
業
と
正
副
会
頭
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
大
手
企
業
と
当
商
工
会
議
所

の
連
携
を
図
り
、
相
模
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今

回
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
企
業
24
社
が
出
席
。
冒
頭
、
当
商
工

会
議
所
の
事
業
概
要
等
説
明
の
後
、
相
模
原
市
リ

ニ
ア
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
相
模
原
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
課
職
員
か
ら
両
駅
周
辺
を
一
体
的
な

　

財
政
組
織
委
員
会
（
杉
原
康
王
委
員
長
）・
７

部
会
長
合
同
会
議
が
３
月
４
日
、
役
員
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
財
政
組
織
委
員
、
７
部
会
長
を
は
じ

め
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
正
副
会
頭
の
計
20
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
同
会
議
は
、
前
回
協
議
し
た
商
工
会

館
本
館
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
の
増
大
や

事
業
の
拡
充
な
ど
か
ら
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
目

的
と
し
た
役
員
議
員
特
別
会
費
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
再
度
協
議
す
る
目
的
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
商
工
会
館
本
館
の
築
年
数
が
来
年

で
50
年
を
迎
え
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

積
立
金
を
取
り
崩
し
て
修
繕
や
事
業
を
行
っ
て
い

る
状
況
を
説
明
。
出
席
者
か
ら
は
「
役
員
議
員
特

別
会
費
の
見
直
し
は
や
む
を
得
な
い
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
一
方
で
、「
地
域
に
お
け
る
経
済
状
況

や
企
業
が
抱
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
当
初

案
の
見
直
し
内
容
で
は
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し

い
」
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
見

直
し
内
容
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
協
議
す
る
こ
と
や

各
部
会
か
ら
も
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
、
と
の

意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
館
の
本
館
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
建
て
替
え
な
ど
を
含
め
た
手
法
や
計
画
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

次
回
（
４
月
15
日
）
の
会
議
で
は
、
会
費
の
見

直
し
、
お
よ
び
見
直
し
後
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て

再
々
度
協
議
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
16
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実
施

商
店
会
員
ら
743
人
が
参
加

大
手
企
業
と
の

�

懇
談
会
を
初
開
催

�

有
意
義
な
意
見
交
換
に

相模原市のまちづくりについて協議

懇談会終了後の懇親会場にて

財
政
組
織
委
員
会･

７
部
会
長
合
同
会
議

持
続
可
能
な

�

財
政
基
盤
強
化
策
を
検
討

宮下地区での様子
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相模原市からの
お知らせです 中小規模事業者省エネルギー対策等支援事業のご案内
　相模原市では、喫緊の課題である地球温暖化
問題の解決に向け、市民・事業者・市が協働し
つつ自ら積極的に温暖化対策に取り組むため、
それぞれの役割や取り組むべき対策を定めた『相
模原市地球温暖化対策推進条例』を制定し、平
成２５年 ４ 月より施行しています。
　この条例に基づき、中小規模事業者の皆様の
省エネルギー対策を促進するための支援事業を
実施します。経営改善と地球温暖化対策の推進
のため、是非ご活用ください。

①地球温暖化対策計画書制度
　中小規模事業者の皆様が自主的かつ計画的に行う省エネ対策として、二酸化炭素の
削減目標や目標達成のための取組などに関する計画を策定し、市へ提出する制度です。
　提出された計画書の概要は市ＨＰで公表し、計画書を提出した事業者の省エネ対策・
温暖化対策への積極的な取組を幅広く周知します。

（この制度は任意にご活用いただくもので、計画書の提出を義務付けるものではあり
ません。）

②省エネアドバイザー派遣事業
　省エネに関する専門家を事業所に派遣し（最大 2 回まで）、効果的な省エネ対策の
実施や地球温暖化対策計画書の作成に関するアドバイスなどを行います。

③省エネルギー設備等導入支援補助金
　省エネ対策や温暖化対策の一環として高効率な空調・照明設備への更新や太陽光発
電設備の導入などを実施する場合、その費用の一部（補助率 3 分の 1 以内、上限７５万
円）を助成します。
※�補助金申請には、省エネアドバイザーを活用して作成した「地球温暖化対策計画書」

を市へ提出することが必要です。
※補助対象経費の総額が３0万円以上の事業が対象となります。
※申請受付は先着順となり、予算に達した時点で終了となります。

④地球温暖化防止支援資金
　省エネ設備等への切換や太陽光発電設備の導入など、地球温暖化の防止に有効な設
備等の導入の際に利用いただける低利な融資制度です。

お問い合わせ
　 ①と③について　　相模原市環境政策課　　　　　　☎：042-769-8240
　 ④について　　　　相模原市産業政策課　　　　　　☎：042-769-8237
　 ②について　　　　相模原商工会議所経営支援課　　☎：042-753-8135

支援制度説明会の開催
　これらの支援制度に関する説明会を下記のと
おり開催しますので、制度の活用を検討されて
いる方は是非ご参加ください。
日時： ４ 月２0日㈬　14時～15時半
　　　 ４ 月２５日㈪　10時～11時半
場所：模原市立環境情報センター　学習室
　　　相模原市中央区富士見1-3-４１
申込：‌�事業者名・出席者名・連絡先の電話番号・

参加日をFAXかE-Mailで 4 月18日㈪ま
でに市環境政策課へ

　　　( １ 事業者につき１名のご出席でお願いします)
申込先：相模原市環境政策課（担当：奈良、石川）
ＦＡＸ：042-754-1064
E-Mail：kankyouseisaku@city.sagamihara.kanagawa.jp

相模原商工会議所主催　ISO内部監査員養成セミナーのご案内
ISO9001

開　催　日
第 1 回 7 月13日㈬・14日㈭
第 2 回 10月13日㈭・14日㈮
第 3 回 平成29年 2 月16日㈭・17日㈮

ISO14001
開　催　日

第 1 回 7 月21日㈭・22日㈮
第 2 回 10月18日㈫・19日㈬

・会　場　いずれも市立産業会館　・受講料　 1 名につき会員事業所12,000円〈非会員事業所24,000円〉（税込）
・相模原商工会議所HPにて、各回 2 ヶ月前より申し込みを受け付けます。
� お問い合わせ：産業振興課　☎ 042-753-8136

　
【
東
商
事
業
】『
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
』
は
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
『
２
０
１
６
Ｎ
Ｅ

Ｗ
環
境
展
／
地
球
温
暖
化
防
止
展
』
の
会
場
内
で
開

催
し
ま
す
。
相
模
原
以
外
に
も
東
京
都
内
の
商
工
会

議
所
・
商
工
会
及
び
さ
い
た
ま
、
千
葉
、
横
浜
、
川

崎
商
工
会
議
所
の
会
員
企
業
が
参
加
対
象
で
す
。

　

環
境
に
関
す
る
商
材
を
お
持
ち
の
方
、
環
境
・
エ

コ
の
推
進
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
申
込
み
い
た
だ
き
、
関
東
圏
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
き
っ
か
け
作
り
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
時
：
５
月
25
日
（
水
）
14
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト　

東
３
ホ
ー
ル
内

料
金
：
１
社
１
名
３
，０
０
０
円

　
　
　

(

同
行
者
１
名
に
つ
き
２
，０
０
０
円)

定
員
：
60
社
（
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
）

締
切
：
４
月
20
日
（
水
）

《
詳
細･

お
申
し
込
み
方
法
》

　

東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。http://w

w
w
.tokyo-cci.or.jp/

※�
東
商
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
「
イ
ベ
ン
ト
検
索
」
よ
り

番
号
【
６
７
５
８
４
】
で
検
索
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

東
京
商
工
会
議
所 
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー 

　

☎ 

０
３
－
３
２
８
３
－
７
８
０
４

～｢

環
境｣

「
エ
コ
」
が
テ
ー
マ
の
交
流
会
！
～

『
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
in

�
 

2016
Ｎ
Ｅ
Ｗ
環
境
展
』
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特 集

　

家
庭
や
小
規
模
事
業
所
な
ど
低
圧
需
要
家
向
け
の
電
力
小
売
り

の
自
由
化
が
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
需
要
家
に
電
力
を
販
売
す
る

小
売
電
気
事
業
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
料
金
プ
ラ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
広
告
に
よ
り
「
電
気
事
業
者
を
選
べ

る
」
こ
と
が
急
に
身
近
に
感
じ
始
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
今
回
は
、
小
売
電
気
事
業
者
を
選
ぶ
際
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
問
題
行
為
を
規
定

　

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
に
向
け
、
経
済
産
業
省

は
新
た
に
「
電
力
の
小
売
営
業
に
関
す
る
指
針
」（
通

称
＝
小
売
営
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

自
由
化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
電
力
小
売

り
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
平
均

的
な
月
額
料
金
例
を
公
表
す
る
な
ど
、
事
業
者
に
よ

る
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
と
と
も
に
、
事
業
者

に
電
気
事
業
法
や
関
係
法
令
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
事
業
者
が
営
業
活
動
を
行

う
際
の
「
望
ま
し
い
行
為
」
と
「
問
題
と
な
る
行

為
」
を
規
定
し
て
い
ま
す
。「
望
ま
し
い
行
為
」
と

し
て
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
も

の
と
、
業
務
改
善
命
令
が
発
動
さ
れ
る
原
因
と
な
り

得
る
「
問
題
と
な
る
行
為
」
を
明
ら
か
に
し
、
注
意

喚
起
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

他
の
事
業
者
に
、
営
業

業
務
を
委
託
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
か
ら
市
場
参
入

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
小
売
ラ
イ

セ
ン
ス
を
保
有
し
て
い

な
い
事
業
者
で
も
、
契

約
締
結
の
「
媒
介
」「
取

り
次
ぎ
」「
代
理
」
を

行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合

で
も
、
媒
介
、
取
り
次
ぎ
、
代
理
を
行
う
事
業
者
が

あ
た
か
も
自
ら
が
電
気
を
供
給
す
る
か
の
よ
う
な
誤

解
を
与
え
る
営
業
は
、「
問
題
と
な
る
行
為
」
と
な

り
得
ま
す
。

　

以
前
ご
紹
介
し
た
、
小
売
電
気
事
業
者
の
リ
ス
ト

（
注
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、

複
数
の
営
業
モ
デ
ル
が
存
在
し
ま
す
の
で
、
本
当
に

小
売
電
気
事
業
者
か
ら
代
理
業
務
の
委
託
を
受
け
て

い
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
ど
の
営
業
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
も
、
契
約
内
容
を

書
面
で
説
明
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
媒
介
、

取
り
次
ぎ
、
代
理
を
行
う
事
業
者
か
ら
書
面
説
明
を

受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
小
売
電
気
事
業
者
の
責
任

に
も
な
り
ま
す
。

苦
情
へ
の
迅
速
な
対
応
を
義
務
付
け

　

加
え
て
小
売
電
気
事
業
者
は
、
苦
情
や
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
も
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
代
理
業
務
な
ど

を
行
う
事
業
者
が
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
対
し
「
問

題
と
な
る
行
為
」
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
小
売
電
気

事
業
者
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
、
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

に
対
応
し
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
に
よ
り
、

小
売
電
気
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
事
業
者
間
の
価
格

競
争
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
な
ど
、
需
要
家
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
市
場
原
理

に
委
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
委
員
会
で
は
事

業
者
の
営
業
活
動
に
対
し
必
要
な
ル
ー
ル
を
整
備
し
、

厳
格
に
運
用
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
う
し
た
仕
組

み
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り

良
い
形
で
自
由
化
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
注
）http://www.enecho.m

eti.go.jp/category/
electricity_and_gas/electric/sum

m
ary/

retailers_list/

電力取引監視等委員会
委員　箕輪　恵美子 氏

電
力
小
売
り
自
由
化

16年 ４ 月
全面開始

－
仕
組
み
理
解
し
ト
ラ
ブ
ル
回
避
－【後編】

　

ま
ず
、
小
売
電
気
事
業
者
は
、
電
力
の
供
給
契
約

を
結
ぶ
前
に
そ
の
内
容
を
必
ず
書
面
で
説
明
し
、
契

約
締
結
時
に
は
書
面
で
交
付
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
が
「
書
面
以
外
で
の
契

約
締
結
」
を
希
望
し
て
い
な
い
の
に
、
書
面
で
の
説

明
が
な
か
っ
た
場
合
は
法
律
違
反
で
す
の
で
、
必
ず

書
面
で
説
明
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
契
約
で
は
電
気
料
金
の
算
出
方
法
を
明
記

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、例
え
ば
「
時
価
」
や
「
当

社
が
毎
月
末
に
請
求
す
る
額
」
と
い
っ
た
不
明
朗
な

提
示
は
、「
問
題
と
な
る
行
為
」
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

き
ち
ん
と
契
約
書
な
ど
を
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

業
務
委
託
の
有
無
を
確
認

　

ま
た
、
小
売
電
気
事
業
者
が
営
業
を
行
う
上
で
、

電
気
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
既
に
顧
客
網
を
持
つ

（図）営業業務委託のモデル
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専門家に学ぶ

㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル

　

中
小
企
業
診
断
士　
東　

正
博 

氏

補
助
金
獲
得
に
向
け
た

�

申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

新
事
業
展
開
に
挑
戦
し
よ
う
⑪

　

持
続
化
補
助
金
を
始
め
と
し
た
補
助
金
申
請
書

類
の
作
成
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
今
回
が
最
終

回
で
す
。
今
回
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
深
み
を
持
た
せ

る
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
解
説
し
ま
す
。

１
．
発
想
の
順
番
は
逆
に

　

補
助
金
の
申
請
書
を
作
成
す
る
際
に
は
、
す
で

に
頭
の
中
に
は
“
○
○
に
補
助
金
を
使
っ
て
実
行

し
よ
う
”
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
申
請
書
で
表
現
す
る
場
合
に
は
順
番
を
逆

に
し
て
考
え
ま
す
。

　

つ
ま
り
、“
当
社
（
店
）
は
、
こ
れ
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

○
○
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
○
○
は
補
助
金

の
対
象
経
費
だ
か
ら
、
申
請
を
し
よ
う
”
と
い
う

こ
と
で
、
先
に
や
り
た
い
こ
と
が
来
て
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
補
助
金
で
や
る
と
い
う
順
番

で
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
ま
す
。

２
．
補
助
金
で
行
う
こ
と
が
売
上
に
繋
が
る
様
に

　

次
に
補
助
金
の
目
的
と
し
て
よ
く
あ
る
経
費
に

つ
い
て
、
売
上
に
繋
が
る
こ
と
を
表
現
す
る
工
夫

に
つ
い
て
内
容
別
に
ス
ト

ー
リ
ー
の
サ
ン
プ
ル
を
示

し
ま
す
。

（
１
）
ト
イ
レ
の
改
装

　

当
店
は
、
オ
ム
ラ
イ
ス

屋
で
周
囲
の
高
齢
化
に
合

わ
せ
て
喜
ば
れ
る
店
舗
に

し
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で

高
齢
者
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、
そ
れ
を

チ
ラ
シ
と
店
舗
前
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
販
促
活

動
を
す
る
。
さ
ら
に
現
在
、
高
齢
者
の
お
客
様

に
不
評
の
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
改
装

し
て
、
快
適
に
店
舗
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
。

Point

：
ト
レ
イ
の
改
装
だ
け
で
は
お
客
さ
ん

は
増
え
な
い
の
で
、
販
促
を
行
う
こ
と

（
２
）
チ
ラ
シ
の
配
布

　

当
店
は
、
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
で
旧
来
の
周
辺
住

民
に
は
な
じ
み
が
あ
る
も
の
の
、
新
し
く
引
っ

越
し
て
き
た
新
住
人
は
あ
ま
り
来
店
が
な
い
。

そ
こ
で
、
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
周
辺
住

民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
来
店
客
に

は
、
当
店
自
慢
の
ま
ん
じ
ゅ
う
の
試
食
と
お
茶

を
提
供
し
、
そ
の
美
味
し
さ
で
リ
ピ
ー
ト
に
な

る
こ
と
を
狙
う
。

Point

：
チ
ラ
シ
に
よ
る
知
名
度
の
向
上
に
加

え
て
、
来
店
時
の
対
応
を
考
え
て
い
る

（
３
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
（
更
新
）
す
る

　

当
社
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
製
作
販
売
し
て

い
る
。
現
在
は
店
舗
の
み
で
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
新
し
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
決
め

て
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
を
行
い
、
広
告
連
動
型
広
告
も

同
時
に
行
う
こ
と
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
誘
導
す
る
こ
と
を
行
う
。

Point

：
せ
っ
か
く
作
っ
て
も
誰
も
見
な
い
と

意
味
が
な
い
の
で
、
見
せ
る
方
法
も
考
え
て

い
る

（
４
）
看
板
を
設
置
す
る

　

当
院
は
、
ス
ポ
ー
ツ
接
骨
院
で
あ
り
、
ネ
ッ

ト
で
集
客
し
て
い
た
が
看
板
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
見
て
来
店
す
る
人
が
、

道
に
迷
う
と
い
う
声
が
あ
り
、
看
板
を
付
け
る

こ
と
で
迷
わ
ず
来
店
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

改
善
す
る
。
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
で
集
客
で
き
る
よ

う
に
検
索
連
動
型
広
告
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

Point

：
看
板
の
目
的
を
“
迷
わ
な
い
よ
う
に
”

と
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
と
、
ネ
ッ
ト
で
の
集

客
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
売
上
に
繋
が
る
流

れ
を
作
っ
て
い
る

３
．
ま
と
め

　

最
終
回
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
具
体
的

な
例
を
示
し
て
解
説
い
た
し
ま
し
た
。
補
助
金
の

採
択
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
重
要
で
す
。
補
助
金
を

使
っ
て
行
う
こ
と
が
、
売
上
に
繋
が
る
流
れ
と
し

て
途
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
補
助
金
は
、
事
業
者
様
の
販
売
促
進
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
売
上
に

繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後

ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号
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専門家に学ぶ

さがみはらIT協同組合　理事
有限会社コウチヤ 代表取締役　藤 田 　実

相模原の　　　
　お店・企業版「インターネット活用術」㊺
■ネット時代のレンタカーサービス「タイムズカープラス」
　駐車場管理サービスの「タイムズ」が行っているカーシェアリ
ングサービスが「タイムズカープラス」です。最近ではほとんど
のレンタカー会社がネットでの予約も受け付けていますが「タイ
ムズカープラス」は単に予約をネットからも行っているというレ
ベルではなく、予約から貸し出し、返却までの全てがネットだけ
で完結している大変便利なサービスです。
■サービスエリアと利用料金
　貸し出し用の車は「タイムズ」が管理する駅近くの駐車場に 1
〜 2台ずつ配置されていて、どこにどの車種が何台有り、希望す
る時間に借りられるかどうかをウェブサイトやスマホアプリから
簡単に調べることができます。相模原市内のJR駅周辺にはかな
りの台数が配備されているようです。市外への出張の際にも、最
寄駅までは電車で移動し、そこからの移動に「タイムズカープラ
ス」を利用するというのが便利です。
　料金プランにはいくつかの種類があり車種によっても異なりま
すが、基本は15分単位の精算で206円からになります。一般的な
レンタカーの料金と比べると 6時間以内の場合は安く済む計算に
なります。
■会員登録が必要
　利用するには、あらかじめ会員登録が必要です。
　個人名義で登録する場合は月額基本料金として1,000円がかか
りますが、利用時の料金に充当されるので毎月1,000円分以上利
用する場合はムダにはなりません。
　法人名義で登録する場合は登記簿謄本の写しが必要です。月額
基本料はかからず、利用した分だけの料金となります。運転する
可能性がある人物は全て登録する必要がありますが、法人名義の
場合、無駄な費用は発生しないので、利用する可能性がありそう
なら登録しておいても良いでしょう。
■予約と利用方法
　予約は最短で出発したい時間の 3分前に行え、 1分前までなら
無料でキャンセルも可能です。
　ウェブサイトかスマホアプリで近くのタイムズカーシェア対象
ステーションを探し、空き状況を確認して予約します。予約時の
コツは、貸し出し延長しそうな可能性があったら最初から長めの
時間で予約しておくことです。予約した時間より早く返却した場
合の精算は実際に利用した時間で行われるので、長めに予約して

おくのが安心です。
　さらに、予約した開始時間の10分前から解錠して乗車すること
ができます。これは乗車前点検のために余裕を持った運用がされ
ているからのようですが、この10分は料金に含まれずに利用でき
るのでちょっぴりトクした気分になります。
　乗車時は、車体の後部ウインドウに取り付けられているカード
リーダーに会員カードをタッチして解錠します。ダッシュボード
に本来のキーが保管されているので、取り出してエンジンを始動
し、利用します。
　返却時は逆の手順で、キーをダッシュボードに戻し、会員カー
ドを車体後部のカードリーダーにあてて施錠します。
　施錠後すぐに、貸し出し時間、走行距離、最高速度、急加速回
数、料金などの情報がメールで届き、精算はクレジットカードで
行われます。ここまで全てがネットで完結していて大変スムーズ
に進められることに感心させられます。
■臨時の社用車としての利用に最適
　借りたいときにたまたま近くのステーションに空きが無い場合
は困りますが、固定費ゼロでネット予約だけで即座に利用できる
カーシェアサービスは大変便利です。よろしければ利用してみて
下さい。

▲�PCのウェブブラウザで会員サイトにロ
グインすると、あらかじめ登録したお気
に入りステーションが表示されます。

スマホアプリを起動すると、現在地に▶
近いステーションの空き状況がわかり
ます。

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656
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安
倍
政
権
は
新
た
な
三
本
の
矢
と
し
て
「
希
望
を
生
み

出
す
強
い
経
済
」「
夢
を
紡
ぐ
子
育
て
支
援
」「
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
」
を
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
時
に
こ
れ
を
進
め
る
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、

働
き
方
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
中

に
は
幅
広
い
施
策
が
含
ま
れ
る
が
、
特
に
重
要
な
柱
と
し

て
掲
げ
て
い
る
の
は
、「
非
正
規
雇
用
の
正
規
化
」「
長
時

間
労
働
の
抑
制
」「
高
齢
者
の
就
労
促
進
」
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
働
き
方
の
改
革
は
広
い
意
味
で
の
労
働
市
場

改
革
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
改
革
を
進
め
る
た

め
に
は
、
正
社
員
の
働
き
方
や
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
な

ど
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
労
働
市
場
全

体
を
俯
瞰
し
て
、
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
改
革
を

実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

現
下
の
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人
口
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
構
造
的
な
人
手
不
足

が
進
行
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
も
っ
と
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
女
性
、
若
者
や
高
齢
者
の
労
働
力
化
率
を
引
き
上

げ
て
、
労
働
力
の
量
的
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ

し
、
今
後
増
加
す
る
雇
用
の
ほ
と
ん
ど
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
は
な
い
非
正
規
雇
用
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

非
正
規
雇
用
が
増
え
れ
ば
、
結
果
的
に
生
産
性
が
低
下
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
人
手
不
足
の
日
本
で
す
で
に
非

正
規
で
働
く
人
は
雇
用
全
体
の
３
分
の
1
に
達
し
て
い
る
。

彼
ら
の
ス
キ
ル
や
生
産
性
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
日
本
の

成
長
力
は
落
ち
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
的
な
損
失

で
あ
る
。
ま
た
、
と
り
わ
け
不
本
意
な
が
ら
非
正
規
で
働

く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
若
者
の
多
く
は
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
仕
事
の
ス
キ
ル
も
収
入
も
向
上
し
な
い
。
本

人
に
と
っ
て
も
損
失
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
非
正
規
労
働
者
が
皆
、
正
規
化
を
望
ん
で

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
社
員
と
な
れ
ば
長
時
間
労
働
、

転
勤
な
ど
、
会
社
に
拘
束
さ
れ
、
無
限
定
の
働
き
方
を
求

め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
女
性
や
高
齢
者
な
ど

の
質
の
高
い
労
働
参
加
を
進
め
、
生
産
性
を
引
き
上
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
非

正
規
社
員
も
正
規
社
員
と
同
じ
待
遇
を
受
け
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
考
え
方
の
下
に
、
非

正
規
を
正
規
化
し
、
正
社
員
と
同
等
の
待
遇
を
実
現
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
改
革
を
進
め
て
き
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
で
あ

る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
か
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
い

う
区
分
は
あ
る
が
、
正
規
、
非
正
規
と
い
う
雇
用
区
分
は

な
い
。
両
者
と
も
に
正
社
員
で
あ
り
、
均
衡
待
遇
が
実
現

し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
実
に
多
く
の
人

が
自
分
に
あ
っ
た
時
間
帯
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
従

事
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
年
功
序
列
や
終
身
雇
用
と
い
っ
た
考
え
方
が

根
強
い
日
本
で
一
足
飛
び
に
こ
う
し
た
制
度
を
導
入
し
て

い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
を
は

じ
め
と
す
る
ユ
ー
ロ
圏
で
も
、
同
じ
仕
事
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
勤
続
年
数
や
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
、
学
歴
な
ど
を
無
視

し
て
同
じ
賃
金
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し

た
差
が
賃
金
に
現
れ
る
こ
と
は
許
容
し
て
い
る
。

　

日
本
で
こ
う
し
た
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ず
は
無
限
定
な
働
き
方
を
前
提
と
す
る
雇
用
制
度
や
年
功

昇
進
・
賃
金
体
系
が
、
唯
一
の
望
ま
し
い
働
き
方
で
あ
り
、

正
規
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
変
え
、
多
様
な
正
社
員
の

形
態
を
普
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も「
非
正
規
」

と
い
う
言
葉
に
は
単
な
る
区
分
で
な
く
、
正
規
に
劣
後
す

る
と
い
う
差
別
的
な
響
き
が
あ
る
。
ま
ず
全
員
が
正
社
員

に
な
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
か
パ
ー
ト
タ
イ
ム
か
と
い
う
違
い

に
な
る
。
な
ら
ば
「
非
正
規
」
と
い
う
言
葉
は
や
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
正
社
員

の
長
時
間
労
働
の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
勤
務
地
や
労

働
時
間
、
職
務
権
限
な
ど
で
多
様
な
働
き
方
が
選
択
で
き

る
正
社
員
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
職

務
内
容
を
明
確
化
し
、
そ
の
下
で
働
く
社
員
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
人
材
を

登
用
し
や
す
く
な
り
、
高
齢
者
の
就
労
促
進
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
。�

（
３
月
１
日
執
筆
）

◇
高
橋　

進
／
た
か
は
し
・
す
す
む

　

１
９
５
３
年
生
ま

れ
。
一
橋
大
学
経
済

学
部
卒
業
後
、
住
友

銀
行
（
現
三
井
住
友

銀
行
）
に
入
行
。
90

年
日
本
総
合
研
究
所

調
査
部
主
任
研
究
員

へ
。
調
査
部
長
、
理
事
を
歴
任
後
、
２
０
０
５
年
～
07
年

ま
で
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
経
済
財
政
分
析
担
当
）
と
し

て
、
月
々
の
景
気
判
断
、
内
外
経
済
動
向
の
分
析
、
経
済

財
政
政
策
に
関
わ
る
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
07
年
８
月
、

日
本
総
研
へ
副
理
事
長
と
し
て
復
帰
、
11
年
６
月
に
は
理

事
長
に
就
任
。
ま
た
、
現
在
、
第
２
次
安
倍
内
閣
の
発
足

に
伴
い
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
お
よ
び
一
億
総
活
躍
国
民

会
議
の
民
間
議
員
を
務
め
て
い
る
。
テ
レ
ビ
東
京
「
ワ
ー

ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト
」
や
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
新
報
道

２
０
０
１
」な
ど
の
経
済
情
報
番
組
に
も
出
演
。

『
非
正
規
雇
用
』と
い
う
言
葉
を
変
え
よ
う

― 

労
働
市
場
改
革
は
成
長
戦
略
の
重
要
な
柱 

―

�

日
本
総
合
研
究
所　

理
事
長　

高
橋　

進

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

k-hatamoto
長方形

k-hatamoto
鉛筆

k-hatamoto
鉛筆
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講
演
で

は
、
多
く

の
事
業
所

で
も
使
用

さ
れ
て
い

る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン

グ
に
対
す

る
不
正
ア

ク
セ
ス
に

つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
。
講
師
か
ら
は
「
企
業
を
守
る

た
め
の
不
正
ア
ク
セ
ス
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
の
話
が
あ
り
、

熱
の
こ
も
っ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

アクティブ５

　

都
市
産
業
研
究
会
（
小
野
弘
会
長
）
は
３
月
９

日
、
会
員
12
名
が
出
席
し
、「
橋
本
・
相
模
原
駅

週
辺
都
市
整
備
に
関
す
る
提
言
書
」
を
テ
ー
マ
に

定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
橋

本
・
相
模
原
駅
週
辺
都
市
整
備
つ
い
て
中
嶋
幸
夫

監
事
兼
顧
問
よ
り
、
提
言
書
（
案
）
に
基
づ
き
説

明
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
言
書
は
、平
成
39
年
の
「
ま
ち
開
き
」

に
向
け
て
、
産
業
人
の
立
場
か
ら
６
つ
の
提
言
と

し
て
、
橋
本
駅
と
相

模
原
駅
の
各
々
の
整

備
計
画
や
橋
本
・
相

模
原
ツ
イ
ン
コ
ア
形

成
の
概
要
等
に
つ
い

て
示
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
で
は
、

「
新
た
な
イ
ン
フ
ラ

や
施
設
を
作
る
の
で

は
な
く
、
現
状
あ
る
も
の
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
事
が
重
要
」
や
「
橋
本
と
相
模
原
が
一

体
と
な
っ
て
各
々
を
補
完
す
る
機
能
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
嶋
顧
問
は
、「
こ
れ
ま
で
都
産
研
と

し
て
提
言
し
て
き
た
事
は
、
確
実
に
行
政
施
策
へ

反
映
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
提
言
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
４
月

を
目
途
に
相
模
原
市
長
へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

神
奈
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
理
事
会

及
び
講
演
会
が
３
月
10
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら

猪
熊
会
長
・
成
川
副
会
長
が
出
席
し
、
県
内
12
商

工
会
議
所
女
性
会
か
ら
計
24
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
案
及
び

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

６
月
の
総
会
で
最
終
承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
と
対
策

～
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
～
」
と
題
し
、
県
警
察

本
部
生
活
安
全
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
か
ら
講
師

を
招
き
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
（
清
水
良
則
会
長
）
で
は
、
新
し
い
仲

間
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
年
部
に
入
会
す
る
に
は
、
希
望
者
が
、

①�

事
業
所
が
相
模
原
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る

こ
と

②�

満
年
齢
で
18
歳
以
上
45
歳
以
下
の
経
営
者
ま
た

は
従
業
員
で
あ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
４
０
０
０
円
で
、
年
度
途
中
の
入

会
で
は
月
割
り
に
て
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

現
在
部
員
は
70
名
程
度
、
毎
月
２
回
の
定
例
会

都産研
提
言
書
に
つ
い
て
協
議

橋
本
・
相
模
原
駅
週
辺
都
市
整
備提言書の内容について協議する会員

神
奈
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

�

理
事
会
と
講
演
会
を
開
催

女性会

熱のこもった講演会の様子

議
や
、
各
事
業
へ

の
お
試
し
で
の
参

加
も
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

相
模
の
大
凧
祭

り
へ
の
参
加
や
、

全
国
の
商
工
会
議

所
青
年
部
と
の
交

流
な
ど
、
青
年
部

員
で
し
か
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
活
動
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

興
味
の
あ
る
方
や
お
知
り
合
い
を
紹
介
い
た
だ

け
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
！

　

青
年
部
事
務
局

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

青
年
部
メ
ン
バ
ー

�
大
募
集
中
! !

青年部

相模原市青年工業経営研究会（青工研）

新入会員募集中！～42歳以下の工業系若手経営者～
■ 青工研とは
　1980年の発足以来、「地道に自ら学ばん」の基本理念のもと、 
会員同士が「良き仲間であり、良きライバル」として自己研鑽を積み、
共に切磋琢磨しながら自社の発展のために活動を展開しています。

■ こんな若手経営者にオススメ
　・本気で経営能力を磨きたい！　・自分の可能性を広げたい！
　・経営者として真の仲間を作りたい！

■ お問い合わせ：☎ 042-753-8136（産業振興課）
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アクティブ５

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

クリーンルームの専門家
クリーンルームに関して

導入からメンテ・改修改善まで！
キャリア25年の当社にお任せ下さい!!
〒252-0313
神奈川県相模原市南区松ヶ枝町23-7 SORRA相模原206

Tel：042-851-6919 / fax：042-851-6915
E-Mail：k-hirayama@hirayama-jpn.com
URL：http://www.hirayama-jpn.com

株式会社 

　

近
未
来
技
術
研
究
会
は
３
月
４
日
、
公
開
講
演

会
「
宇
宙
で
は
ば
た
く
こ
う
の
と
り
―
大
人
も
子

ど
も
も
み
ん
な
が
わ
か
る
宇
宙
の
近
未
来
―
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
幼
稚
園
児
や
児
童
、
事

業
者
ま
で
幅
広
い
層
の
１
３
５
名
が
参
加
。
講
師

は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の

植
田
聡
史
氏
。
こ
う
の
と
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
宇

宙
開
発
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

こ
う
の
と
り
は
、
上
空
約
４
０
０
㎞
に
あ
る
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
補
給
物
資
を
運
ぶ
日
本

の
無
人
宇
宙
船
。
講
師
の
植
田
氏
は
開
発
と
、
運

用
管
制
に
お
け
る
姿
勢
制
御
技
術
を
担
当
し
ま
し

た
。
植
田
氏
に
よ
る
と
「
こ
う
の
と
り
は
、
大
型

バ
ス
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
。
中
に
は
、
生
活
や
実

模
原
か
ら
神
戸
く
ら
い
」「
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は

３
０
０
種
類
以
上
で
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
も
多

い
」
な
ど
子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
よ
う
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

宇
宙
開
発
に
つ
い
て
も
「
こ
れ
ま
で
は
国
の
機

関
が
手
が
け
て
き
だ
が
、
民
間
企
業
も
参
画
す
る

動
き
が
で
て
い
る
」
と
事
例
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
将
来
の
有
人
月
探
査
や
火
星
探
査
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
触
れ
、「
今
後
は
宇
宙
開
発
に
挑
戦

す
る
時
代
か
ら
、
宇
宙
を
切
り
拓
き
、
利
用
す
る

時
代
に
な
る
。
日
本
の
こ
う
の
と
り
は
安
定
し
た

計
画
と
高
度
な
技
術
で
こ
れ
か
ら
の
宇
宙
探
査
を

支
え
て
い
く
」
と
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
宇
宙
空
間
で
の
人

間
の
状
況
や
、
宇
宙
船
の
姿
勢
維
持
技
術
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
挙
が
り
、
多
く
の
参
加
者
が
解
説

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
（
県
青

連
、
春
山
浩
会
長
）
は
３
月
14
日
、
市
民
会
館
ホ

ー
ル
で
公
開
講
演
会
「
結
果
を
掴
む
人
材
の
育
成 

勝
利
を
掴
む
人
間
に
な
る
」
を
横
浜
高
等
学
校
・

硬
式
野
球
部
元
監
督
の
渡
辺
元
智
氏
（
写
真
＝
表

紙
）
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
大
雨
と
厳
し
い
寒
さ

と
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
者
・
市
民
合
わ
せ
て

５
０
０
名
を
越
す
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
皆
一
様
に
渡
辺
氏
の
監
督
時
代
の
経
験
談
に

聞
き
入
り
、
大
盛
況
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

近未来
「
こ
う
の
と
り
」
テ
ー
マ
に

�

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
植
田
氏
が
講
演

親子連れの参加も目立った

（
※
県
青
連　

神
奈
川
県
下
12
商
工
会
議
所
青
年

部
の
連
合
組
織
、
会
員
数
８
０
０
余
名
。
平
成
27

年
度
は
相
模
原
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら
会
長
を

輩
出
、
ま
た
そ
の
主
管
を
担
う
）

県
青
連
が
公
開
講
演
会
開
催

�

500
名
以
上
が
来
場

あいさつする春山会長

多くの来場者で埋る会場

験
の
た
め
の
装
置
が
入
っ
て
お
り
、
地
球
の
ま
わ

り
を
回
っ
て
い
る
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ド
ッ
キ

ン
グ
し
て
物
資
を
届
け
る
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
天
文
や
衛
星
な
ど
宇
宙
の
概
略

に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
。「
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
高
さ
（
４
０
０
㎞
）
は
、
相
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インフォメーション

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
22
回
）

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化

　

海
外
へ
の
事
業
展
開
や
貿
易
取
引
は
、
中
小
企

業
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
も
、
今
後
ま
す
ま
す
活
発

化
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
但
し
、
昨
今

の
規
制
強
化
に
よ
り
取
引
に
か
か
る
業
務
負
荷
は

高
く
、
業
務
効
率
化
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
海
外
拠
点
に
は
、
経
理
専
任
者
が
不
在
。
本

社
か
ら
送
金
依
頼
書
や
小
切
手
を
郵
送
し
て
資
金

移
動
を
行
っ
た
り
、
定
期
的
に
出

張
し
て
口
座
管
理
を
行
っ
て
い

る
」
こ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
皆
様
に
は
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
提
供
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｍ
Ｓ
や
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
外
為
サ
ー
ビ
ス
が
お
勧
め

で
す
。

　

海
外
拠
点
と
本
社
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
接
続
し
、
本
社
に
い
な

が
ら
口
座
管
理
が
実
施
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
早
く
、
輸
入
荷
物
を
受

け
取
り
た
い
の
で
、
輸
入
船
積
書

類
の
内
容
や
到
着
を
い
ち
早
く
知

り
た
い
」
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

弊
行
で
は
、
邦
銀
随
一
を
誇
る
海
外
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
・

欧
米
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
・
中
国
等
の
各
国
別
に
、

海
外
事
業
展
開
に
役
立
つ
情
報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
で
は
、
海
外
取
引
の
み

な
ら
ず
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
業
務
効
率
化
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

相
模
原
支
社

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
１
３
７
１

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～
か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�
神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

▼
外
部
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　

当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ま
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
中
小

企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
ポ
イ
ン
ト

・
原
則
５
回
ま
で
無
料
で
派
遣
！

・�

当
協
会
で
信
用
保
証
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
方
（
予
定
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

▼
利
用
企
業
の
声

　

自
社
の
強
み
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

指
摘
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
予
算

と
実
績
の
管
理
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
の
で
、
非
常
に

あ
り
が
た
い
。
今
後
は
国
の
経
営
改
善
計
画
策
定

支
援
事
業
を
活
用
し
て
み
た
い
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
も
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参

考
に
、
経
営
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
支
店
に
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
相
模
原
支
店

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　
http://w

w
w
.cgc-kanagaw

a.or.jp

気象警報・注意報、竜巻注意情報、地震情報、ひばり放送、その他防災に	
関する情報がスマートフォン・携帯電話やパソコンに配信されます。

お問い合わせ　相模原市緊急対策課　☎ 042-707-7044

登
録
方
法

① �受付アドレス（entry-sagamihara@bousai-mail.jp）に空メー
ルを送信します。

② 自動的に登録用のメールが返信されます。
③ �返信された本文に書いてあるリンク先のページで、配信を希望
するメールの種類、配信地域等を設定すると登録完了です。

防災情報を入手しよう ～相模原市防災メールのご案内～

※�迷惑メール防止設定をされている場合は、
解除してから登録手続を行ってください。

※�一部の携帯電話は、上記のＱＲコードを利
用できません。

QRコードを使えば手続も簡単
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トップインタビューコミュニティ

―
「
ル
ピ
ナ
ス
の
会
」
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
４
年
半
ほ
ど
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
理
美
容

の
業
界
で
は
、
資
格
を
持
っ
て
い
る
障
が
い
者
た

ち
が
活
躍
で
き
る
場
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

独
立
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど

が
挫
折
し
て
辞
め
て
し
ま
い
ま
す
。
障
が
い
者
向

け
に
理
美
容
の
技
術
を
教
え
る
学
校
は
全
国
に
２

校
あ
り
ま
す
が
、
入
学
者
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
学
校
を
出
て
も
資
格
を
生
か
し
て
働
く
と
こ

　

西
門
商
店
街
に
あ
る「
ル
ピ
ナ
ス
ヘ
ア
ー
」

は
、
障
が
い
者
で
も
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に

自
立
し
て
働
け
る
よ
う
に
と
、
昨
年
オ
ー
プ

ン
し
た
ヘ
ア
サ
ロ
ン
で
す
。一
般
社
団
法
人
・

日
本
理
容
美
容
ル
ピ
ナ
ス
の
会
（
南
区
大
野

台
）
が
運
営
。
店
内
で
は
聴
覚
に
障
害
が
あ

る
ス
タ
ッ
フ
が
、
メ
イ
ン
の
技
術
者
と
し
て

腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
ト
料
金
は

一
律
３
８
０
０
円
。
他
店
と
同
水
準
で
す
が
、

同
会
の
浅
川
雅
之
代
表
理
事
は
「
た
と
え
障

害
が
あ
っ
て
も
、
確
か
な
技
術
さ
え
あ
れ
ば
、

健
常
者
と
同
じ
よ
う
な
収
入
が
得
ら
れ
る
職

場
に
し
た
い
。
障
が
い
者
に
も
っ
と
活
躍
の

場
を
提
供
す
る
の
が
狙
い
で
す
」
と
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
店
に
行
け
な
い
高
齢
者
や
障

が
い
者
向
け
に
出
張
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ろ
が
な
い
か
ら
で
す
。
当
会
は
、
そ
う
し
た
現
状

を
変
え
て
い
く
た
め
、
障
が
い
者
の
技
術
者
が
活

躍
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
く
目
的
で
発
足
し
ま
し

た
。
会
の
名
称
で
あ
る
『
ル
ピ
ナ
ス
』
は
花
の
種

類
で
す
。
花
言
葉
は
『
多
く
の
仲
間
』
な
ど
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
結
集
し
て
や
っ
て
い
こ
う

と
の
想
い
も
あ
り
ま
す
」

―
業
界
で
障
が
い
者
が
辞
め
て
し
ま
う
理
由
は
何

で
し
ょ
う
か
。

　
「
例
え
ば
、
聴
覚
障
が
い
者
の
場
合
、
通
訳
な
ど
、

フ
ォ
ロ
ー
す
る
人
が
い
な
い
と
仕
事
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
な
る
と
、
働
け
る
職
場
が
限
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
会
話
し
な
く
て
も
よ
い
、

さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
、
切
れ

ば
い
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
で
オ

シ
ャ
レ
を
訴
求
し
て
い
く
の
で
す
。
最
終
的
に
は

障
害
を
持
っ
た
技
術
者
が
独
立
で
き
る
ま
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
い
で
す
」

―
ご
自
身
も
相
模
原
市
内
に
自
分
の
お
店
を
持
っ

て
い
ま
す
ね
。

　
「
は
い
。
ほ
か
に
４
店
舗
持
っ
て
い
ま
す
。
会

や
店
舗
運
営
の
か
た
わ
ら
、
理
容
師
と
し
て
現
場

に
立
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
私
自
身
も
耳
に

障
害
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
高
熱
で
難

聴
に
な
り
、
３
割
程
度
し
か
聞
き
取
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
小
学
校
の
卒
業
時
に
手
術
し
て
７
割
程

度
ま
で
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、『
手

に
職
が
あ
れ
ば
将
来
や
っ
て
い
け
る
』
と
い
う
学

校
の
先
生
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
世
界
に

入
り
ま
し
た
」

―
在
宅
や
施
設
へ
の
出
張
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　
「
健
常
者
と
障
が
い
者
が
一
緒
に
行
き
ま
す
。

施
設
だ
と
『
ホ
ー
ム
カ
ッ
ト
』
と
い
っ
て
他
の
人

た
ち
と
同
じ
よ
う
な
髪
型
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
も
『
オ

シ
ャ
レ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
』
と
い
う
気
持
ち

で
や
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
バ
ブ
ル
を
経
験
し

て
ず
っ
と
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
き
た
世
代
が
高
齢
者

に
な
る
訳
で
す
か
ら
、
も
っ
と
ニ
ー
ズ
は
高
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
当
店
は
ま
だ
ま
だ
走
り
だ
し
た

ば
か
り
で
す
が
、
今
後
は
応
援
し
て
も
ら
え
る
企

業
・
団
体
を
探
し
て
い
ま
す
」

Top 
Interview
Top 
Interview
トップ
インタビュー
トップ
インタビュー

日
本
理
容
美
容

ル
ピ
ナ
ス
の
会

代

表

理

事

浅
川
雅
之 

さん

相
模
原
市
中
央
区
相
模
原
６
︲
25
︲
４

☎ 

０
４
２
︲
７
０
４
︲
８
８
６
９

西
門
商
店
街
「
ル
ピ
ナ
ス
ヘ
ア
ー
」

�
障
が
い
者
の
活
躍
の
場
提
供

同店で活躍する技術者（写真左）

短
い
時
間
で
ヘ
ア
カ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
低
料
金
型

の
店
な
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
と
、
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
り
、障
害
が
あ
る
技
術
者
が『
腕

に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
仕
事
に
就
く
』
の
と
は
少

し
か
け
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
辞
め
て
し

ま
う
の
で
す
」

　
「
し
か
し
、
こ
の
仕
事
は
手
に
職
で
す
。
技
術

が
あ
る
か
ら
、
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
の
で
す
。

障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
手
に
職
さ
え
持
っ
て
い

れ
ば
健
常
者
と
対
等
の
仕
事
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
職
場
に
す
る
に
は
、
障
が
い
者
が
い
る

店
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
、
お
客
さ
ん
の
イ
メ
ー

ジ
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
客

代表理事を務める浅川さん



16

インフォメーション

●　平成28年度　相模原商工会議所検定試験カレンダー　●
検定試験名 級 回数 試　験　日 申込受付期間 受験料（税込）

日　
商　
検　
定

簿 　 記

１～３級 第143回 6 月12日㈰ 【ネット・スマホ】
【 窓　 口 】

4 月11日㈪～ 5 月11日㈬
5 月 9 日㈪～13日㈮

1級　7,710円
2級　4,630円
3級　2,570円

１～３級 第144回 11月20日㈰ 【ネット・スマホ】
【 窓　 口 】

9 月20日㈫～10月19日㈬
10月17日㈪～21日㈮

２・３級 第145回 H29年 2 月26日㈰ 【ネット・スマホ】
【 窓　 口 】

12月26日㈪～H29年1 月25日㈬
H29年1 月23日㈪～27日㈮

珠 　 算 １～３級
第207回 6 月26日㈰ 【 窓　 口 】 5 月18日㈬～25日㈬ 1級　2,100円

2級　1,570円
3級　1,360円

第208回 10月23日㈰ 【 窓　 口 】 9 月14日㈬～21日㈬
第209回 H29年 2 月12日㈰ 【 窓　 口 】H29年 1 月 4 日㈬～11日㈬

リ テ ー ル
マーケティング
（販　　売　　士）

２・３級 第78回 7 月 9 日㈯
【ネット・スマホ】
【 郵　 送 】
【 窓　 口 】

5 月 9 日㈪～ 6 月16日㈭
5 月 9 日㈪～ 6 月 3 日㈮
6 月13日㈪～17日㈮ 1級　7,710円

2級　5,660円
3級　4,120円

１～３級 第79回 H29年 2 月15日㈬
【ネット・スマホ】
【 郵　 送 】
【 窓　 口 】

12月12日㈪～H29年1 月19日㈭
12月12日㈪～H29年1 月 6 日㈮
H29年1 月16日㈪～20日㈮

日 商 Ｐ Ｃ 随時実施。詳細はワープロイン・Ｕ　☎：042-753-0743　または　　
産業会館パソコン教室　☎：042-704-9888　にお問い合わせください。

東　
商　
検　
定

ビジネス実務法務

２・３級

第39回 7 月 3 日㈰ 4 月19日㈫～ 5 月20日㈮
東京商工会議所に電話または
インターネットで直接申込

①電話
　03-3989-0777
《�土・日・祝日・年末年始を除く
10時～18時》

②インターネット
　http://www.kentei.org/
《申込期間最終日は18時まで》

2級　6,480円
3級　4,320円第40回 12月11日㈰ 9 月27日㈫～10月28日㈮

福 祉 住 環 境
コーディネーター

第36回 7 月10日㈰ 4 月26日㈫～ 5 月27日㈮ 2級　6,480円
3級　4,320円第37回 11月27日㈰ 9 月13日㈫～10月14日㈮

カ ラ ー
コーディネーター

第40回 6 月19日㈰ 4 月 5 日㈫～ 5 月 6 日㈮ 2級　7,340円
3級　5,250円第41回 12月 4 日㈰ 9 月20日㈫～10月21日㈮

環境社会eco検定 第20回 7 月24日㈰ 5 月10日㈫～ 6 月10日㈮
5,400円

第21回 12月18日㈰ 10月 4 日㈫～11月 4 日㈮
ビ ジ ネ ス
マ ネ ジ ャ ー

第 3 回 7 月17日㈰ 5 月 6 日㈮～ 6 月 3 日㈮
6480円

第 4 回 11月13日㈰ 8 月30日㈫～ 9 月30日㈮
検定試験要項等詳細は、当商工会議所検定ホームページ（https://www.sagamihara-cci.or.jp/kentei/guidebook）でご確認ください。
お問い合わせ　相模原商工会議所　共済検定課　☎：042-753-8134（直通）

相模原市印刷広告協同組合 事務局
〒252-0239　相模原市中央区中央3-7-5
☎：042-776-6100　　FAX：042-776-5656

URL：http://www.soin.or.jp

組合紹介 Vol.

1 相模原市印刷広告協同組合

　当組合は、印刷・製本業を営む24社で構成された協
同組合です。多種多様な印刷業務に対応するため、24
社の業者がそれぞれ得意とする分野で、企画、提案か
ら製品完成に至るまで責任を持って業務に取り組んで
おります。
　デジタル化によってもたらされた業界全体の変容の
中、個々の組合員にも厳しい状況がおよんでおりまし
た。当組合ではこのような状況からの脱却をはかるた
め、また組合員の意識の向上と共有を目指し、組合組
織の中のホームページ委員会メンバーを中心に、 ２年
前組合ビジョンの策定にのぞみました。
　主要メンバー及び他の各委員会委員長の協力により、
SIANブルーを基調に、「常に思案する」ことを理念と
し、“新しい□を、共につくる”というビジョンを掲げ
ることができました。
　□の中の文字は毎年組合員全員で考えます。現在の
状況における問題提起と本年の目標を定めるべく組合
員全員で□の中を検討します。今年は【笑顔】という
ことばを選びました。お客様に笑顔で接し、良い商品
を提供しお客様に笑顔になっていただければ、我々も
笑顔になります。

　ひいては当組合が目指す地域に密着したサービス、
環境への配慮、地域に愛される企業への成長へと繋が
っていければと考えております。
　これからも、受け身の印刷業にとどまらず、情報サ
ービス業としての役割を担い、新しい分野にチャレン
ジする努力を怠らず、日々の業務に取り組んで参ります。

ア キ モ ト 印 刷
旭 印 刷
泉 印 刷
栄 文 舎 印 刷 所
片 野 印 刷
協 栄 印 刷 所
光 友 プ リ ン ト
コ ジ マ 印 刷

コ ス モ プ リ ン ト
相 模 タ イ プ 印 刷
相 模 プ リ ン ト
座 間 印 刷 舎
山 和 印 刷
湘 南 堂 印 刷
勝 文 堂 印 刷
昭和プリンティング

青 史 堂 印 刷
タ イ ヨ ー 印 刷
日 相 印 刷
平 和 印 刷
宮 下 製 袋 印 刷
山 口 印 刷 所
山 奈 印 刷
ユ タ カ 製 本

組合員企業
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トピックス

■ 私たちの主な活動
・患者さんを支援する活動
・ドナーさんをサポートする活動
・骨髄バンクを知っていただく活動
・より良い骨髄バンクを育てる活動
■ 皆様へのお願い
・賛助会員の入会（1口年会費）
　特別賛助会員	1 00,000円
　一般賛助会員	1 0,000円
　サポート会員（個人のみ）	2,000円
・募金箱の設置
　�事業所受付などに設置できるよう簡易

募金箱をご用意しています。

当
会
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　白血病に代表される血液難病は、「不治の病」とされていた時代もありました
が、今では骨髄移植によって健康を取り戻すことができるようになっています。
　ただ、患者さんには健康な造血細胞の提供者（ドナー）が不可欠で、これに
は白血球の血液型が適合しなければなりません。そのため、どんな患者さんに
も提供してよいという意志を持った方に登録していただくのが骨髄バンクです。
　私たちは、骨髄バンクの設立を願って立ち上がりましたが、バンク誕生後は
ドナー登録を呼びかけるなど全国で草の根ボランティア活動を続けています。
経済的にお困りの患者さんを支援する基金も設けていますが、事業を進めるに
は善意のご寄付が頼りです。
　私たちの事業が、さらに発展・継続できるためにも、賛助会員として支えて
くださいませんか。日本商工会議所様のご理解によって、全国的にご協力のお
願いを展開しています。� ※賛助会費は寄付金控除の対象になります。

骨髄バンクボランティアにご支援を

特定非営利活動法人
全国骨髄バンク推進連絡協議会

〒101-0031 千代田区東神田1-3-4　KTビル3階
☎：03-5823-6360　　FAX：03-5823-6365

E-Mail：office@marrow.or.jp

　

昨
年
夏
頃
か
ら
販
売
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た

「
さ
が
み
の
潤
水
」
に
つ
き
ま
し
て
、
販
売
を
再

開
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
愛

顧
と
ご
購
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

変
更
点
：

▽�

販
売
者
・
製
造
者
が
㈱
東
洋
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

※�

相
模
原
商
工
会
議
所
が
販
売
代
理
店
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
受
注
・
納
品
を
承
り
ま
す
。

▽�

賞
味
期
限
が
１
年
→
２
年
に
延
長
と
な
り
ま

し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

共
済
検
定
課

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
４

「
さ
が
み
の
潤
水
」

�

販
売
を
再
開
し
ま
し
た
！

　

当
商
工
会
議
所
人
事

職
員
人
事
（
平
成
28
年
４
月
１
日
付
）

【
採
用
】

　

飯
田
泰
平

　
　
　
　

経
営
支
援
課

【
異
動
等
】

　

小
泉
久
雄　

参
事
兼
共
済
検
定
課
長

�

（
共
済
検
定
課
長
）

　

渡
貫
晴
美　

南
支
所�

（
共
済
検
定
課
）

　

林　

泰
平　

共
済
検
定
課�

（
経
営
支
援
課
）

�

（　

）
内
は
旧
所
属

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈱　杵　　　　　　　屋 近藤　淳一 中央区千代田2-10-23-103 042-707-8461 衣料品のデザイン企画

商 業 ㈱　Ｓ.Ｐ.ＴＲＡＤＩＮＧ シャヒッド  
モ ハ メ ド

南区相模台2-24-8
イトーコーポ103 042-851-6764 中古車輸出

商 業 神 奈 川 大 村 農 園 大村　裕輔 中央区上溝1729-10
ハイツカミミゾ101 070-5601-1435 露地野菜販売

サービス業 ＲＯＣＫＳＴＲＥＡＭ 石澤　博幸 緑区下九沢720-6 042-853-7350 ホームページ制作

サービス業 た か ざ わ 社 会 保 険
労 務 士 事 務 所 髙澤　厚子 中央区南橋本1-20-12-805 042-773-9202 社会保険労務士事務所

サービス業 ㈾どうぶつ病院東橋本 髙橋　　誠 緑区東橋本1-12-13 042-771-6663 動物病院

サービス業 ㈲　廣エンタープライズ 山口　勝広 緑区西橋本2-25-3
コーポ畑野103 042-700-2682 鍼灸マッサージ

サービス業 ㈲　ミドリ回収サービス 東　　正充 南区麻溝台8-38-3 042-851-6051 古紙回収

建 設 業 ㈱　ト 　 ラ 　 ッ 　 ツ 礒野　俊孝 南区双葉2-4-2 042-856-1236 内装仕上げ工事

建 設 業 東 日 本 工 業 ㈱ 篠原　　孝 南区下溝2097-17 042-733-3235 建築塗装

不動産業 ㈱　三　　　　　　　愛 小川　耕作 中央区横山2-16-4 2F 042-768-7961 不動産仲介

特別会員 ㈱　Ｖ Ｅ Ｒ Ｉ Ｓ Ｉ Ｔ Ｅ 長瀬　勝俊 横浜市中区日本大通14
ＫＮ日本大通ビル 045-227-8628 営業コンサルティング

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成28年 2 月29日現在会員数 4,716件
（平成28年2月1日～2月29日）

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

建 設 業 ㈱栗山板金工業 事業所名等 ㈱栗山板金工業 栗山板金

代表者名等 代表取締役　栗山　勝美 代表　栗山　勝美
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 ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中

会員PRコーナー コミュニティ

　 町田校（担当：伊藤）
〒194-0013　東京都町田市原町田6-28-19 フジビル98　3F
☎：042-724-3061　　FAX：042-724-3350
URL：http://www.shikaku.co.jp/
 （相模原商工会議所ホームページにバナーあり）
アクセス：小田急線町田駅東口から徒歩3分/JR横浜線町田
駅北口から徒歩5分

神奈川県で10年連続
「1級建築士」合格実績No.1

　技術翻訳の㈱コンテックスは、お客様のご要望にお応え
して、会員制翻訳サービス「特急メールサポート」をスタ
ートしました。本サービスの大きな特徴はプロ翻訳者が翻
訳することです。
　料金は業種問わず、月額 2万円で対応しております。 7
月末まで海外取引応援キャンペーンを実施中です。
　「英文メール作成に時間がかかる」、「宣伝なのか引合い
なのかわからない」、こんなことがございましたら、お気
軽にご相談ください。

英文メールへの対応、
お困りありませんか？

株式会社　コンテックス
〒252-0318　相模原市南区上鶴間本町4-9-7　庄井ビル2F
☎：042-744-1080(代表)　　FAX：042-850-6412
URL：http://www.kontecs.com/

　本年度も昨年度同様、開講講座の試験にたくさん
の方が合格していただけるよう、スタッフ、講師一
同、日々努力をしていきます。皆さんの思いを乗せ
て、皆さんと共に町田校は全員合格に向けてスター
トします！
　合格する為の最大の敵は、貴方の心の中にいます。
勇気を出して、合格への一歩を踏み出しましょう。
【相模原商工会議所会員の割引制度あります】

☆資格取得を目指す
 皆さんの味方です！☆

海外からの問い合わせ、
大きなお取引に

つながる可能性があります

＊＊＊ 開講講座（法定講習含む） ＊＊＊
1・2 級建築士　宅建　1・2級土木施工管理技士

1・2級建築施工管理技士
インテリアコーディネーター

建築士定期講習　管理建築士講習　他

代表取締役 CEO　近藤千奈美


